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１ 

総務・産業建設常任委員会（令和８年６月２２日） 

◎委員長（大野慎治君） 定刻になりましたので、ただいまから総務・産業

建設常任委員会を開催いたします。 

 当委員会に付託されました案件は、議案１件であります。 

 審査に入る前に、当局から挨拶をお願いします。 

◎消防長（加藤正人君） 総務・産業建設常任委員会を開催していただきま

してありがとうございます。今回の議案は、政令の公布のタイミングの関係

上、定例会の当初に間に合わず、追加でお願いするものです。一部改正、非

常勤消防団員等の公務災害補償に関わる条例の一部改正１件でありますが、

グループ長以上が出席しておりますので、丁寧な説明に心がけたいと思いま

す。どうぞよろしくお願いいたします。 

◎委員長（大野慎治君） ありがとうございました。 

 それでは、審査に入ります。 

 議案第63号「岩倉市消防団員等公務災害補償条例の一部改正について」を

議題といたします。 

 当局の説明はいかがいたしましょうか。 

〔「省略」と呼ぶ者あり〕 

◎委員長（大野慎治君） 当局の説明を省略し、直ちに質疑に入ります。 

 質疑はございませんか。 

◎委員（木村冬樹君） 一点だけ。今回消防団員等が公務等によって死亡し

た場合の葬祭補償の額が少し上がるということで、あってはならないことだ

というふうに思っています。そういった点でこれまでの実績といいますか公

務中の死亡などがないとは思いますが確認をさせていただきたいと思います。 

◎総務課統括主査（木村裕樹君） こちらのほうは、葬祭補償に関しまして

は支給をした事例のほうはありません。 

◎委員長（大野慎治君） ほかに質疑はございませんか。 

〔挙手する者なし〕 

◎委員長（大野慎治君） ないようですので、質疑を終結いたします。 

 お諮りします。 

 委員間討議を省略したいと思いますが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

◎委員長（大野慎治君） 御異議なしと認め、委員間討議を省略します。 

 次に、議案に対する討論に入ります。 

 討論はございませんか。 



２ 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

◎委員長（大野慎治君） 討論はないようですので、直ちに採決に入ります。 

 議案第63号「岩倉市消防団員等公務災害補償条例の一部改正について」賛

成の委員の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

◎委員長（大野慎治君） 挙手全員であります。 

 採決の結果、議案第63号は全員賛成により原案のとおり可決すべきものと

決しました。 

 以上で、当委員会に付託されました案件はすべて議了いたしました。 

 なお、本委員会の委員長報告の文案につきましては、正・副委員長に御一

任願いたいと思いますが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

◎委員長（大野慎治君） 御異議なしと認め、そのように決しました。 

 以上で、総務・産業建設常任委員会を閉会いたします。お疲れさまでした。 


